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ご葬儀は、安心と信頼のJAへ

『JA葬祭みやぎ』は、県下に26ホール、
24時間体制で、「もしもの時」に備えています。

『JA葬祭みやぎ』は、一人ひとりを大切に、JAの総
合力を発揮した葬祭事業を通じて、組合員・利用
者の信頼に応えます。

0224-52-2929 0224-52-4833
エリア 角田市・白石市・柴田町・大河原町・村
田町・川崎町・蔵王町・丸森町・七ヶ宿町

㈱ジェイエイ仙南サービス葬祭課

0229-52-5117 0229-52-5157
エリア 大崎市（古川・三本木・松山伊場野）・
遠田郡（美里町青生）・栗原市（高清水若宮）

JA古川生活葬祭課

やすらぎホールよつば
0229-63-5110 0229-63-3903

エリア 加美町（中新田・小野田・宮崎）・色麻町

JA加美よつば葬祭センター

やすらぎホール かわさき／やすらぎホール し
ばた／やすらぎホール しろいし蔵王／やすら
ぎホール あぶくま

やすらぎホール ふるかわ／やすらぎホール三本木

0226-42-2380 0226-31-1030

エリア 気仙沼市（気仙沼・唐桑・本吉町）・
南三陸町（志津川・歌津）・登米市（津山）

やすらぎホール 志津川／やすらぎホール 本吉／
やすらぎホール 大島／やすらぎホール 気仙沼

JA南三陸葬祭センター

JA南三陸北部生活葬祭センター

0226-46-5700 0226-46-5704 
JA南三陸南部葬祭センター

エリア 石巻市（石巻・北上・河南・河北・桃生・
雄勝・牡鹿）・東松島市（矢本・鳴瀬）・女川町

JA葬祭セレモニーホール やもと／JA葬祭セ
レモニーホール ものう

JAいしのまき葬祭課

0225-25-5811 0225-25-5812

0229-31-2774 0229-31-2773
エリア 美里町（小牛田・南郷）・大崎市（鹿島台・松
山・田尻）・涌谷町

㈱みどりのサービス葬祭センター

0228-21-1444
0120-859-700

0228-22-8972
エリア 栗原市（瀬峰・高清水・築館・志波姫・
若柳・金成・栗駒・鴬沢・花山・一迫）

㈱栗っこライフサービス葬祭センター

やすらぎホール たじり／やすらぎホール わくや／や
すらぎホール みさと／やすらぎホール かしまだい

やすらぎホール わかやなぎ／やすらぎホール く
りこま／やすらぎホール つきだて

0220-22-1611 0220-22-1613
エリア 登米市（迫・登米・豊里・石越・南方・米山・中田・東和）

JAみやぎ登米葬祭課
やすらぎホール みなみかた／やすらぎホール 
さぬま／やすらぎホール いしこし

フリー
ダイヤル

やすらぎホール あさひな

022-231-0983 022-231-0988
エリア 仙台市・多賀城市・塩釜市・利府町・松
島町・七ヶ浜町

JA仙台葬祭センター

022-344-4885 022-344-4884
エリア 大和町・大郷町・富谷町・大衡村

JAあさひな葬祭センター

やすらぎホール 美田園
022-724-7090 022-724-7091

エリア 名取市・岩沼市

JA名取岩沼葬祭センター

葬祭会館 蓮月季
0223-34-0983

0120-69-0983
0223-33-0575

エリア 亘理町、山元町

㈱ライフサポートわたり葬祭センター
フリー
ダイヤル

県内JAの自己改革の取り組み県内JAの自己改革の取り組み

農
事
組
合
法
人
の
発
足
を
支
援

　
Ｊ
Ａ
名
取
岩
沼
は
、
震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
管
内
農

業
の
復
興
を
目
指
し
、
水
田
農

業
が
主
力
の
地
域
特
性
を
踏
ま

え
、
法
人
の
組
織
化
や
農
地
集

積
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
農
事
組
合
法
人
な

ど
17
の
組
織
設
立
を
支
援
し
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
通
じ
て
、

各
組
織
と
も
水
田
50
〜
60
㌶
規

模
の
経
営
体
へ
育
成
。

　

管
内
の
農
事
組
合
法
人
Ｕ
．Ｍ
．

Ａ
．Ｓ
．Ｉ
と
農
事
組
合
法
人
志
賀

は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
29
年
４
月
に

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
を
開

き
、
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
関
係

者
が
参
加
す
る
研
修
会
を
定
期

開
催
し
、
農
事
組
合
法
人
や
担

い
手
の
経
営
安
定
化
、
所
得
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農事組合法人Ｕ．Ｍ．Ａ．Ｓ．Ｉのライスセンター竣工式
（４月、名取市で）

ＪＡ名取岩沼

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
デ
ー
タ
収
集

　
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
は
、
イ
チ
ゴ

の
食
味
、
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

い
ち
ご
団
地
で
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

収
集
に
乗
り
出
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
い

ち
ご
部
会
の
農
家
10
人
の
ハ
ウ
ス

に
環
境
測
定
装
置
を
設
け
、
温

度
や
湿
度
の
情
報
を
集
め
ま
す
。

収
量
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

時
期
ご
と
の
最
適
値
を
把
握
し
、

農
家
間
で
共
有
し
ま
す
。
今
後
、

デ
ー
タ
集
め
を
本
格
化
さ
せ
、
平

成
30
年
８
月
に
は
１
シ
ー
ズ
ン
の

数
値
を
取
り
ま
と
め
、
営
農
指

導
に
生
か
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

部
会
の
10
㌃
当
た
り
平
均
収

量
は
現
在
４
・
３
㌧
。
デ
ー
タ
収

集
に
よ
る
技
術
の
平
準
化
に
よ
っ

て
５
㌧
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲

げ
ま
す
。
情
報
収
集
に
使
う
シ
ス

テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に

つ
な
が
っ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
通
じ
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ
ウ

ス
内
の
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

成
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
部
会
内
で

の
導
入
拡
大
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。

ＩＣＴ導入予定のイチゴハウス
（亘理町で）

ＪＡみやぎ亘理

「
担
い
手
課
」が
本
格
始
動

　
Ｊ
Ａ
古
川
は
、
高
齢
化
に
よ
る

農
家
の
担
い
手
不
足
を
解
決
す
る

た
め
に
、「
担
い
手
課
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
担
い
手
育
成
に
努
め
な

が
ら
、Ｊ
Ａ
自
ら
が
研
修
用
農
地

を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
同

農
地
で
は
、Ｊ
Ａ
の
園
芸
推
進
品

目
で
あ
る
ナ
ス
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ネ
ギ
、
エ
ダ
マ
メ
を
栽
培
し
な
が

ら
、
新
規
就
農
希
望
の
研
修
生

と
と
も
に
実
践
的
な
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
に
は
、
約
15
㌃
に
作

付
け
し
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
「
カ

ロ
ラ
イ
ン
86
」
の
収
穫
・
調
製
作

業
を
行
い
、
７
２
０
本
を
出
荷
し

ま
し
た
。

　

担
当
職
員
は
「
収
穫
を
迎
え
、

課
題
も
見
つ
か
っ
た
。
生
産
者
の

立
場
で
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
行
う

な
か
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
担

い
手
支
援
に
生
か
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

畝たてマルチング作業をするＪＡ職員（５月、大崎市で）

ＪＡ古川

契
約
販
売
で
販
路
を
確
保

　
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
管
内
で
、
加

工
用
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
が
広
が
って

い
ま
す
。Ｊ
Ａ
は
県
内
外
の
食
品

メ
ー
カ
ー
と
の
契
約
販
売
で
販
路

を
確
保
し
、
平
成
27
年
に
約
４
㌶

で
始
ま
っ
た
栽
培
面
積
は
、
３
年

目
の
29
年
に
な
って
、
２
倍
以
上
の

約
10
㌶
ま
で
拡
大
し
、
農
家
数
も

17
人
か
ら
24
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

取
引
先
は
、
静
岡
県
の
総
菜

メ
ー
カ
ー
や
大
崎
市
鹿
島
台
の
食

品
加
工
メ
ー
カ
ー
で
、
契
約
販
売

で
価
格
が
安
定
し
て
い
る
点
に
加

え
、
加
工
用
の
た
め
に
収
穫
後
の

選
別
、
調
製
が
必
要
な
く
、
労

力
軽
減
に
つ
な
が
る
利
点
を
生
か

し
、Ｊ
Ａ
は
作
付
け
を
呼
び
掛
け

て
き
ま
し
た
。

　

市
場
出
荷
用
を
含
め
た
28
年

の
カ
ボ
チ
ャ
出
荷
量
は
40
㌧
。
29

年
は
２
倍
以
上
の
約
80
㌧
を
目
標

に
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
50
㌧
を

契
約
販
売
用
と
し
て
出
荷
し
ま

す
。

カボチャの管理状況を確認した現地検討会
（６月、加美町で）

ＪＡ加美よつば

コ
ン
ビ
ニ
に
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
設
置

　
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
は
平
成
28
年
11

月
、
管
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
産

直
野
菜
を
販
売
す
る
イ
ン
シ
ョッ

プ
を
設
置
し
ま
し
た
。１
日
２
回
、

農
産
物
な
ど
を
納
品
し
、
販
路

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

店
内
に
野
菜
や
Ｊ
Ａ
の
特
別
栽

培
米
な
ど
を
陳
列
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
の
七
ツ

森
産
直
会
会
員
が
生
産
し
た
農

産
物
を
24
時
間
購
入
で
き
ま
す
。

　

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
も

含
め
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

な
が
ら
、
地
場
農
産
物
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
社
と

連
携
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

事
業
を
通
じ
た
販
路
拡
大
と
組

合
員
、
地
域
住
民
の
利
便
性
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

新鮮な野菜が並ぶ店内（富谷市のセブンイレブンで）

ＪＡあさひな

重
点
品
目
の
産
地
化
を
実
践

　

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
は
、農
業
者

の
所
得
増
大・農
業
生
産
の
拡
大

を
目
指
し
、第
６
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン

に
掲
げ
る
重
点
品
目
の
園
芸
振
興

を
実
践
し
て
い
ま
す
。仙
南
管
内

は
、気
象
条
件
を
生
か
し
た
高
冷

地
か
ら
平
地
ま
で
の
地
域
内
リ

レ
ー
出
荷
が
で
き
、ブ
ロッコ
リ
ー
や

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
長
期
か
つ
安
定
的

な
産
地
供
給
が
可
能
と
な
る
よ
う

産
地
体
制
を
図
って
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
ブ
ロッコ
リ
ー
の

作
付
面
積
が
30
㌶
だ
っ
た
の
に
対

し
、29
年
度
は
32
㌶
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、タ
マ
ネ
ギ
の
28
年
度
作

付
面
積
は
１・６
㌶
だ
っ
た
の
に
対

し
、
29
年

度
は
５
㌶

を
目
標
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

確
実
な

生
産
拡
大

へ
と
つ
な
げ

る
た
め
、共

同
利
用
体

制
に
よ
る

「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
苗
」供
給
支
援
や
、機
械
化

一
貫
作
業
が
可
能
な
タ
マ
ネ
ギ
の

栽
培
指
導
に
よ
り
、着
実
に
作
付

面
積
や
新
規
栽
培
者
を
増
や
し

て
い
ま
す
。

ブロッコリーの播種作業を行うJA職員
（７月、川崎町のライスセンターで）

ＪＡみやぎ仙南

金
融
移
動
店
舗
車
が
活
躍
中

　
Ｊ
Ａ
い
わ
で
や
ま
は
、
鳴
子
支

店
の
金
融
・
共
済
窓
口
と
鬼
首

店
、
真
山
店
の
購
買
窓
口
に
代
わ

る
新
規
事
業
と
し
て
、
購
買
店

舗
併
設
型
金
融
移
動
店
舗
車
の

運
行
を
、
平
成
29
年
１
月
16
日

に
始
め
ま
し
た
。

　

当
管
内
で
は
、
急
速
に
高
齢
化

が
進
行
す
る
な
か
、
高
齢
者
に
対

す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

　

車
両
に
は
金
融
担
当
職
員
２

人
と
購
買
担
当
職
員
１
人
が
乗

車
。
真
山
・
鬼
首
地
区
で
そ
れ

ぞ
れ
週
２
回
、
鳴
子
地
区
で
は

週
４
回
営
業
し
て
い
ま
す
。
貯

金
の
入
出
金
、
公
共
料
金
や
税

金
の
支
払
い
に
対
応
し
、
共
済

の
取
り
次
ぎ
、
ロ
ー
ン
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

　

３
地
区
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
な
く
、
買
い
物
に
困
る
組
合

員
も
多
い
こ
と
か
ら
食
料
品
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
29
年
度
の
６
月

ま
で
の
１
日
平
均
利
用
件
数
は

34
・
８
件
で
、
利
用
者
か
ら
は
、

「
車
の
運
転
が
で
き
な
い
の
で
助
か

る
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

金融移動店舗車と
車内設備

ＪＡいわでやま

農
業
法
人
連
絡
協
議
会
を
設
立

　
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
は
、
管
内
の
農

業
法
人
で
構
成
す
る
「
Ｊ
Ａ
み
ど

り
の
農
業
法
人
連
絡
協
議
会
」

を
４
月
に
設
立
し
ま
し
た
。稲
作
・

園
芸
・
畜
産
を
営
む
41
法
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
が
事
務

局
と
な
り
、
農
業
経
営
に
関
す

る
研
修
会
や
先
進
地
の
視
察
研

修
、
展
示
商
談
会
へ
の
参
加
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
総
会
で
は
、Ｊ
Ａ
の
大
坪

輝
夫
組
合
長
が
「
地
域
農
業
の

発
展
に
向
け
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
事
務
局
機
能
を
充

実
さ
せ
、
農
業
者
の
所
得
向
上

を
目
指
す
」
と
意
気
込
み
ま
し

た
。
８
月
に
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
行
わ
れ
た
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展
し
て
、
来
場
者
に

商
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。アグリフードＥＸＰＯに出展したＪＡみどりの農業法人連絡協議会

（８月、東京都で）

ＪＡみどりの
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JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA
JA

仙 台
みやぎ亘理
岩 沼 市
名取岩沼
あさ ひ な
みやぎ仙南
いしのまき
加美よつば
古 川
いわでやま
みどりの
栗 っ こ
みやぎ登米
南 三 陸

022（236）2425
0223（34）0377
0223（22）1257
022（384）5113
022（345）1274
0224（55）1288
0225（22）1116
0229（66）1178
0229（23）6517
0229（72）0015
0229（87）3342
0228（23）2117
0220（22）8113
0226（47）4584

お問い合わせは

JA共済連宮城　　0120-14-9031

多
収
穫
米
の
専
門
部
会
を
設
立

　
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
は
、
業
務
用
米
の

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、「
多
収

穫
米
生
産
部
会
」
を
設
立
し
、

多
収
性
品
種
「
萌
え
み
の
り
」
の

増
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
契

約
栽
培
で
売
り
先
を
確
保
し
た

う
え
で
多
収
と
コ
ス
ト
低
減
を
追

求
し
、
農
家
の
所
得
増
大
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
移
植
栽
培
で

は
、Ｊ
Ａ
が
独
自
に
開
発
し
た
従

来
の
２
倍
の
窒
素
成
分
を
含
む
肥

料
が
奏
功
し
、
10
㌃
当
た
り
の

平
均
収
量
は
約
６
３
０
㌔
と
な

り
、
同
６
９
０
㌔
を
超
え
る
農
家

も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
疎

植
栽
培
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
10

㌃
当
た
り
の
苗
箱
供
給
も
６
割

程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
省
力

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
29
年
度

以
降
は
密
苗
栽
培
で
の
実
証
試
験

を
行
い
な
が
ら
、
同
品
種
を
５
０

０
㌶
ま
で
拡
大
す
る
計
画
で
す
。

順調に生育する「萌えみのり」の圃場
（８月、栗原市で）

ＪＡ栗っこ

ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
で
所
得
増
大
へ

　
Ｊ
Ａ
南
三
陸
は
、
農
業
者
の
所

得
増
大
に
向
け
た
園
芸
作
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
の
は
ネ
ギ
、

ト
マ
ト
な
ど
の
園
芸
作
物
。
こ
れ

ら
の
園
芸
品
を
栽
培
す
る
法
人
の

支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
管
内
の
ネ
ギ
の
作
付

面
積
が
平
成
28
年
度
で
10
㌶
だ
っ

た
の
に
対
し
、
29
年
度
は
12
㌶
を

目
標
に
作
付
け
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
が
ト
マ
ト
栽
培
を

支
援
す
る
法
人
「
㈱
サ
ン
フ
レ
ッ

シ
ュ
小
泉
農
園
」
で
は
、
28
年
度

の
収
量
10
㌃
当
た
り
27
㌧
に
対

し
、
29
年
度
は
同
30
㌧
の
生
産

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
気
仙
沼
・
南
三
陸
地

域
園
芸
振
興
大
会
を
開
い
て
、
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
行
政
担
当

者
が
園
芸
振
興
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
復
旧
農
地
の
引
き
渡
し

が
一
層
進
む
こ
と
か
ら
、
園
芸
品

目
作
付
拡
大
に
対
す
る
関
係
機

関
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 関係者が情報共有した園芸振興

大会（３月、気仙沼市で）

ＪＡ南三陸

県
内
初
の
農
業
金
融
セ
ン
タ
ー
設
置

　
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
は
、
平
成

29
年
４
月
27
日
に
、
本
店
敷
地

内
に
県
内
初
と
な
る
「
農
業
金

融
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
は
、

認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
等
へ
の

経
営
相
談
や
融
資
相
談
の
窓
口

で
す
。
訪
問
活
動
を
通
じ
て
、

積
極
的
な
情
報
提
供
と
提
案
を

行
い
、
担
い
手
農
業
者
等
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
実
践
し
ま
す
。

　

榊
原
勇
組
合
長
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
「
当
Ｊ
Ａ
の
自
己

改
革
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
県

内
初
の
施
設
に
な
る
。
形
態
が
変

わ
る
地
域
農
業
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
と
資
金
面
等
で
バッ
ク
ア
ッ
プ

が
で
き
る
よ
う
に
、
役
割
を
果
た

し
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

農業金融センターの開所式（４月、登米市迫町で）

ＪＡみやぎ登米

米
の
輸
出
販
売
に
先
駆
け
試
食
会

　

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
は
、米
の
輸
出

拡
大
を
図
る
た
め
、全
農
み
や
ぎ

や
木
徳
神
糧
株
式
会
社
と
連
携

し
、平
成
29
年
７
月
20
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
い
し
の
ま
き
産
ひ
と
め
ぼ

れ
の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

試
食
会
に
は
米
卸
業
者
や
現
地
メ

デ
ィ
ア
等
70
人
が
来
場
し
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
職
員
が
い
し
の
ま
き
産
米

の
紹
介
と
真
空
包
装
の
メ
リ
ッ
ト
に

つい
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
い
、

現
地
の
食
に
詳
し
い
シェフ
が
米
を

メ
イ
ン
に
使
っ
た
料
理
を
振
る
舞
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、輸
出
米
の
国
際
認
証（
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
ア
ド
バ
ン
ス
）の
団
体
認
証

を
目
指
す
取
り
組
み
も
開
始
。30

年
産
米
か
ら
の
認
証
取
得
を
目
指

し
ま
す
。輸
出
米
を
生
産
す
る
農

家
と
協
力
し
、マニュア
ル
作
り
や
生

産
現
場
の
把
握
を
進
め
、29
年
度

内
に
団
体
組
織
を
設
立
し
ま
す
。

現地での試食会（７月、シンガポールで）

ＪＡいしのまき

県内JAの自己改革の取り組み

　

○
○
に
入
る
漢
字
を
記
入
の
う
え
、
Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会

営
農
農
政
部
へ
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
宮
城
が

誇
る
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
仙
台
牛
」（
す
き
や
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
用
５
０
０
０
円
相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
当
選

者
の
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◇

　

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
①
答
え
②
あ
な
た
の

住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
所
属
Ｊ
Ａ
⑦
「
オ

リ
ジ
ン
」
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
―
―
を
、
明
記
し
て
、
下

記
の
あ
て
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
個
人
情
報
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ

ん
）

「
農
業
者
の
所
得
増
大・農
業
生
産
の
拡
大
に
向
け
て
、

　

Ｊ
Ａ
は
自
己
〇
〇
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

ⓒよい食P

　

宮
城
県
期
待
の
水
稲
の
新
品
種
「
だ
て

正
夢
」
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
、
7

月
10
日
に
県
庁
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。「
だ
て
正
夢
」
は
今
年
、
県
内
約
50
㌶

で
試
験
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
出
荷
が
始
ま

る
今
秋
か
ら
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ
た
米
袋

で
販
売
し
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
東
京
都
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

水
口
克
夫
さ
ん
が
考
案
。
五
穀
豊
穣
を
表

す
、
米
俵
を
モ
チ
ー
フ
に
、
大
地
（
紫
）
↓

恵
み
の
雨
（
青
）
↓
収
穫
（
黄
）
↓
祝
祭

（
赤
）
の
４
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
口
さ
ん
は
「
こ
れ
を
見
て
、

生
産
者
に
も
っ
と
い
い
米
を
作
ろ
う
、
と

思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

村
井
嘉
浩
知
事
は
「
斬
新
で
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
大
変
満
足
し
て

い
る
。『
だ
て
正
夢
』
が
４
番
バ
ッ
タ
ー
と

な
り
、
県
産
米
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

栗
っ
こ
、
南
三
陸
、
い
し
の
ま

き
、
あ
さ
ひ
な
、
古
川
、
加
美
よ

つ
ば
、
い
わ
で
や
ま
、
み
ど
り
の

の
８
Ｊ
Ａ
が
参
加
し
て
７
月
31

日
、
県
北
部
地
域
Ｊ
Ａ
合
併
推

進
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
2
月
ま
で
に
合
併
基

本
構
想
を
策
定
、
同
年
10
月
に

各
Ｊ
Ａ
が
合
併
総
代
会
を
開
く

予
定
で
、
31
年
４
月
の
新
Ｊ
Ａ

誕
生
を
目
指
し
ま
す
。

　

大
崎
市
の
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
田

尻
支
店
で
開
い
た
設
立
総
会
で

は
、
協
議
会
の
会
長
に
Ｊ
Ａ
み

ど
り
の
の
大
坪
輝
夫
組
合
長
、

副
会
長
に
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
の
吉
尾

三
郎
組
合
長
を
選
任
。
事
業
計

画
や
収
支
予
算
な
ど
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

協
議
会
の
事
務
所
は
Ｊ
Ａ
み

ど
り
の
田
尻
支
店
内
に
置
き
、

８
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会
、

Ｊ
Ａ
全
農
み
や
ぎ
、Ｊ
Ａ
共
済

連
宮
城
、
農
林
中
央
金
庫
か
ら

の
出
向
者
14
人
を
専
任
職
員
と

し
て
配
置
。
合
併
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

同
日
、
事
務
局
の
開
所
式
も

行
い
、
出
向
す
る
職
員
に
大
坪

会
長
が
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

合
併
が
実
現
す
る
と
新
Ｊ
Ａ

の
米
穀
販
売
高
は
３
２
１
億
円

で
全
国
1
位
、
米
穀
を
含
め
た

販
売
品
販
売
高
も
全
国
で
３
位

と
、
国
内
で
有
数
の
規
模
に
な

り
ま
す
。

　

協
議
会
の
大
坪
会
長
は
「
管

内
は
海
、
山
、
平
地
あ
り
と
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
農
産
品
を
作
っ
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
り
、
組
合
員
と
共

に
地
域
を
支
え
ら
れ
る
、
全
国

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
Ｊ
Ａ

を
目
指
し
て
い
く
」
と
語
り
ま

し
た
。

ロゴデザインを披露する村井知事とＪＡ宮城中央会の高橋正会長ら。左は考案した水口さん
（7月10日、宮城県庁で）

平成３１年４月の新ＪＡ誕生を目指す

合併に向けて事業計画などを決めた設立総会（7月31日、大崎市田尻で）

あ
て
先

〒980-0011 仙台市青葉区上杉１丁目２-16
ＪＡ宮城中央会営農農政部
みやぎ広報「オリジン100号」係。　
はがきまたは
Ｅメールjapre@ja-mg.or.jpでご応募ください。

締
め

切
り 平成２9年１２月１1日（月）必着

※イメージ写真

「
だ
て
正
夢
」の

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
決
ま
る

県北部地域ＪＡ合併推進協議会が発足

こ
れ
ぞ
天
下
を
取
る
う
ま
さ
！

　

Ｊ
Ａ
宮
城
中
央
会
と
県
農
協
政
治
連
盟

は
９
月
22
日
、
地
元
選
出
の
与
党
国
会
議

員
を
招
き
、
東
京
都
内
で
Ｊ
Ａ
代
表
者
要

請
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
産
以

降
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
で
、
現
場
に
不
安
と
動
揺
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
農
業
政
策
の
充
実
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
自
己
改
革
は
、
自
主
性
を
尊
重

し
、
組
織
の
見
直
し
な
ど
を
強
制
し
な
い
こ

と
も
要
請
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
組
合
長
な
ど
26
人
が
上
京
。
自
民

党
の
愛
知
治
郎
、
秋
葉
賢
也
、
西
村
明
宏
、

伊
藤
信
太
郎
、
勝
沼
栄
明
の
５
議
員
と
公

明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
な
お
、
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
に
は
、

前
日
、
要
請
し
ま
し
た
。

　

要
請
は
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
廃

止
に
伴
う
財
源
を
、
農
家
所
得
向
上
に
直

接
つ
な
が
る
よ
う
活
用
す
る
こ
と
、
需
給
調

整
機
能
を
担
う
全
国
再
生
協
設
置
の
再
検

討
な
ど
７
項
目
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

高
橋
正
会
長
は
「
大
規
模
経
営
体
だ
け

で
な
く
、
中
山
間
地
で
頑
張
っ
て
い
る
農
家

の
努
力
が
報
わ
れ
る
、
き
め
細
か
な
政
策

が
急
務
だ
」
と
現
場
の
声
を
伝
え
ま
し
た
。

　

自
民
党
県
連
会
長
の
愛
知
議
員
は
「
環

境
・
観
光
政
策
と
一
緒
に
、
中
山
間
地
農
業

を
守
っ
て
い
く
政
策
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

要請集会であいさつする高橋会長㊧（９月２２日、東京都千代田区で）

農
家
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
政
策
を

与
党
国
会
議
員
招
き
Ｊ
Ａ
代
表
者
要
請
集
会



（7） （6）【オ　リ　ジ　ン】

５区で優等賞４席に入賞しパレードで行進する、
栗原和牛育種組合の代表者と出品牛

宮
城
県
勢
が
躍
進
！
総
合
４
位
に

柴
田
農
林
高
等
学
校
が

総
合
４
位

区
（
若
雌
の
１
）
で
は
、
登

米
市
の
小
野
寺
正
人
さ
ん
が

日
本
一
の
優
等
賞
１
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。
宮
城
県
勢
が
区
分
の
首
席

を
獲
得
す
る
の
は
初
の
快
挙
で
す
。

　

10
日
の
比
較
審
査
で
、
小
野
寺
さ

ん
と
「
さ
い
ぜ
ん
れ
つ
」
号
が
ト
ッ
プ

の
位
置
に
向
か
い
、
等
級
が
決
定
さ

れ
る
と
、
観
覧
席
の
宮
城
県
勢
は
大

き
く
沸
き
立
ち
ま
し
た
。
審
査
で

は
、「
さ
い
ぜ
ん
れ
つ
」
号
の
体
積
が

十
分
で
あ
り
、
種
牛
性
も
兼
ね
備

え
て
い
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
小
野
寺
さ
ん
は
、
前
回
の

長
崎
大
会
で
は
同
区
で
優
等
賞
５

席
。
そ
こ
か
ら
日
本
一
を
目
指
し
て

日
々
研
鑚
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

小
野
寺
さ
ん
は
「
受
賞
し
た
と
き

は
と
て
も
驚
い
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
う
。
宮
城
の
和
牛
を
確
立
で

き
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

で登米市の小野寺 正人さんが日本一！

県畜産試験場
小野寺正人
菅原一研
熊谷良太
山谷恵一
佐藤和也
後上孝行
高橋則夫
兵藤浩
岡本正宏
千葉たぢ子
田中豊
㈲ＮＯＡ
服部泰啓
佐々木昌典
小室富義
境野和博
菅原公考
加藤幸一
金野康
高橋猛
根元仁一
馬場茂
金野康
柴田農林高校

大崎市 
登米市 
栗原市 
栗原市

７席
１席
１１席
４席

３席（総合４位）

９席
２５席

６席

５席

４席

５席

高校生の部

９区

１区

３区

４区

５区

６区

７区
（種牛群）

７区
（肉牛群）

大崎市

栗原市

みどりの和牛
育種組合

栗原和牛
育種組合

登米市登米和牛
育種組合

白石市

丸森町
角田市

仙南和牛改良
推進組合

登米市 
大崎市 
大和町 
角田市 
登米市 
大河原町

勝美桜１
さいぜんれつ
ゆりよし
さくら７６
かなえ
あさこ
かつみ
みか
ゆりしげ３
おかしげ
なえの２
ゆいこ
おくひら
しげひら
よしひら
なつひら
はな
ゆり
あさこ
登米牛
咲花
俊光
宮勝洋
宮勝洋
ゆうひ

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
が
、９
月

７
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
仙
台
市
の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
と

仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
で
開
催
さ
れ
、宮
城

県
勢
が
道
府
県
別
に
よ
る
団
体
表
彰
で
過
去
最
高
の
４

位
に
入
り
ま
し
た
。宮
城
県
勢
は
９
区
分
中
８
区
分
で
入

賞
を
果
た
す
な
ど
、大
き
く
躍
進
し
ま
し
た
。今
大
会
で

の
活
躍
で
、「
仙
台
牛
」を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

宮
城
県
勢
の
結
果
は
一
覧
表（
下
）の
と
お
り
で
す
。

回
新
た
に
設
け
ら
れ
た「
復

興
特
別
出
品
区
」
は
、
全

国
14
府
県
の
代
表
校
が
出
場
、
宮

城
県
代
表
の
宮
城
県
柴
田
農
林
高

等
学
校
が
総
合
４
位
と
な
る
優
秀

賞
３
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の

区
で
は
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る

高
校
生
が
調
教
の
成
果
を
競
い
ま

し
た
。
柴
田
農
林
高
校
は
、
１
年

以
上
世
話
を
続
け
て
き
た
「
ゆ
う

ひ
」
号
を
出
品
。
日
々
続
け
て
き

た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
毛
並
み
を

自
信
に
、
日
本
一
を
目
指
し
て
今

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。「
ゆ
う
ひ
」

号
の
世
話
を
メ
イ
ン
で
行
っ
て
き
た

同
校
３
年
生
、
平
間
大
貴
さ
ん
は
、

結
果
が
分
か
る
と
悔
し
が
り
な
が

ら
「
１
位
を
取
り
た
か
っ
た
。
し
か

し
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
き
た
」
と

思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

４
区（
系
統
雌
牛
群
）で
は
、

み
ど
り
の
和
牛
育
種
組
合

が
優
等
賞
５
席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
賞
の
「
肩
付
賞
」
も

受
賞
し
ま
し
た
。
同
区
は
、
地
域

に
受
け
継
が
れ
た
系
統
の
雌
牛
４

頭
の
１
群
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
区
の
出
品
条
件
は
、
父
方
・

母
方
の
双
方
か
ら
出
品
系
統
の
遺

伝
子
を
受
け
継
い
だ
雌
牛
と
さ

れ
、
過
去
の
大
会
以
上
に
系
統
の

再
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
和
牛
育
種
組
合
の
永

沼
哲
士
組
合
長
は
「
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
な
ど
の
関
係
機
関

が
一
丸
と
な
り
努
力

し
た
成
果
が
上
位
入

賞
と
い
う
形
で
表
れ

た
」
と
関
係
者
に
感

謝
し
ま
し
た
。

　

第
５
区
（
繁
殖
雌

牛
群
）
で
は
、
栗
原

和
牛
育
種
組
合
が
優

等
賞
４
席
に
入
賞
し
、

出
品
群
の
体
の
大
き

さ
や
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
点
が
評
価
さ
れ

て
特
別
賞
の
「
体
積
・

均
称
賞
」
も
受
賞
し

ま
し
た
。

　

栗
原
和
牛
育
種
組

合
の
菅
原
三
郎
組
合

長
は
「
何
事
も
準
備

が
大
切
。
５
年
後
の

鹿
児
島
大
会
に
向
け

て
、
若
手
に
は
先
進

地
の
視
察
な
ど
で
経

験
を
積
ん
で
ほ
し
い
」

と
次
回
大
会
へ
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

２

第

今

宮城県勢　全共結果一覧

２区

出品区 成績 地域 出品者 出品牛

２区
第
４
区

第
5
区

復
興
特
別
出
品
区

　
　
　

み
ど
り
の
和
牛
育
種
組
合

　
　
　

  

「
肩
付
賞
」を
受
賞

　
　
　

栗
原
和
牛
育
種
組
合

　
　
　

  

「
体
積
・
均
称
賞
」を
受
賞

２区で優等賞１席を獲得した
小野寺さんと「さいぜんれつ」号

開会式に臨む宮城県の代表者ら

４区で優等賞５席に入賞した
みどりの和牛育種組合の代表者と出品牛

総合４位に入った柴田農林高校の
生徒と「ゆうひ」号

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会 

宮
城
大
会
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